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紹
　
介

島
津
忠
夫
著

『和
歌
文
学
史

の
研
究
　
和
歌
編
』

中
　
村
　
友
　
美

「私
の
和
歌
史
の
構
想
は
、
和
歌
の
展
開
を
現
代
短
歌
ま
で
視
野
に
入
れ
て
、

一
貫
し
て
そ
の
流
れ
を
追
求
し
た
い
と
い
う
に
あ
る
」
（序
章

一
和
歌
史
の
構

想
）。
こ
こ
に
は
、
著
者
の
和
歌
文
学
史
の
研
究
に
対
す
る
姿
勢
が
明
確
に
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
の
構
想
に
そ
っ
た
形
で
、
島
津
忠
夫
氏
の
長
年
に

わ
た
る
和
歌
史
に
関
す
る
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
、
『和
歌
文
学
史
の
研
究
』
の
大

著
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
す
で
に
発
表
さ
れ
た
旧
稿
を
改
稿
、
補
訂
し
、
さ
ら

に
新
稿
を
加
え
て
の
編
集
で
、
序
章
に

「
一
和
歌
史
の
構
想
」
コ
一和
歌
か
ら
短

歌
へ
」
を
置
き
、
「和
歌
編
」
に
は

「
一
万
葉
か
ら
古
今
へ
」
以
下
近
世
和
歌
ま

で
、
時
代
を
追

っ
て
、
三
十
九
編
の
論
考
を
収
め
る
。

「四

『拾
遺
抄
』
か
ら

『拾
遺
和
歌
集
』
へ
―
異
本
拾
遺
集
を
め
ぐ
っ
て
―
」

は
、
も
と
は

『国
語
国
文
』
（昭
和
三
六
年
二
月
）
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
異

本
系
統
の
一
本
で
あ
る
伝
伏
見
院
筆
多
久
市
立
図
書
館
蔵
本
を
紹
介
し
、
『拾
遺

抄
』
か
ら

『拾
遺
和
歌
集
』
へ
の
成
立
過
程
の
中
間
に
異
本

『拾
遺
和
歌
集
」

を
位
置
付
け
た
。
こ
の
論
は
、
現
在
で
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
後
の

『拾
遺
集
』
の
伝
本
研
究
の
活
性
化
を
導
い
た
と
い
う
点
で
も
、
見

過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
論
考
で
あ
る
。

専
門
で
あ
る
中
世
和
歌
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
さ
す
が
に
多
数
収
め
ら
れ
る
。

そ
の
中
で

「十
九

『百
人

一
首
』
論
考
」
で
は
、
「０

『百
人

一
首
』
の
成
立
―
私

見
の
軌
跡
―
」
「②
『百
人

一
首
』
の
背
景
―
歌
仙
絵
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―
」

「０

『百
人

一
首
』
の
女
流
歌
人
」
「④

『百
人

一
首
』
の
性
格
―
定
家
の
撰
歌

意
識
を
中
心
に
―
」
と
、
氏
の
百
人

一
首
研
究
に
お
け
る
現
在
の
見
解
、
ま
た

そ
れ
に
至
る
ま
で
を
、
ま
と
め
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
で
は
、
氏
の

『百
人

一
首
』
成
立
の
見
解
の
変
遷
と
と
も
に
、
諸
氏
の
成
立
論
に
つ
い
て
も

簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
も
と
は

『百
人

一
首
』
（角
川
文
庫
　
昭
和
四
四

年
、
改
訂
版
昭
和
四
七
年
）
の
解
説
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
訳
注
そ

の
も
の
も
、
撰
者
定
家
と
い
う
立
場
に
焦
点
を
あ
て
て
解
釈
さ
れ
た
、
特
徴
的

な
も
の
で
、
現
在
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

旧
稿
を
補
訂
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
稿
と
し
て

「
二
十
二
鵜
鷺
系
歌
学
書

の
成
立
と
展
開
―
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
出
現
か
ら
―
」
で
は
、
氏
が
解

題
を
執
筆
し
て
い
る
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
四
十
巻

『中
世
歌
学
集
皇
日目
集
』

に
お
い
て
、
『愚
見
抄
』
。
コ
一五
記
』
（上
）
。
『桐
火
桶
』
の
為
秀
自
筆
、
も
し

く
は
自
筆
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
本
が
出
現
し
た
こ
と
か
ら
、
鵜
鷺
系
歌
学
書

の
成
立
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
の
出
現
の
意
義
に

つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

和
歌
と
と
も
に
、
氏
の
も
う
ひ
と
つ
の
専
門
で
あ
る
連
歌
と
関
わ
る

「二
十

八

『さ
さ
め
ご
と
し
と
数
寄
」
の
よ
う
な
論
考
も
収
め
ら
れ
、
ま
た
、
近
世
和

歌
に
つ
い
て
も

「三
十
四
近
世
和
歌
の
流
れ
―
三
十
年
刻
み
に
よ
る
概
観
―
」

に
よ
っ
て
流
れ
を
示
し
、
ョ
一十
八
近
世
和
歌
の
連
作
に
近
代
短
歌

へ
の
架

橋
―
」
で
は
近
代
短
歌
へ
の
つ
な
が
り
を
み
る
。
近
年
急
速
に
進
展
し
つ
つ
あ

る
研
究
領
域
で
あ
る
が
、
早
く
か
ら
こ
の
分
野
の
重
要
性
に
注
目
し
、
現
代
短

歌
ま
で
見
据
え
た
氏
の
論
は
、
今
後
の
研
究
の
布
石
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
本

一
本
は
細
部
に
切
り
込
ん
だ
論
考
だ
が
、
広
い
研
究
領
域
を
有
し
、
自

身
歌
人
で
も
あ
る
立
場
か
ら
、
古
典
和
歌
か
ら
現
代
短
歌
ま
で
、
和
歌
文
学
史

と
し
て
見
通
し
た
上
で
の
論
で
あ
り
、
極
端
に
細
分
化
す
る
現
在
の
和
歌
文
学

研
究
の
、
指
針
と
な
る
べ
き
書
と
い
え
よ
う
。
■

九
九
七
年
六
月
、
角
川
書
店
、

八

一
七
頁
、
三
三
、
六
〇
〇
円
）
　

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


